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 それはともかく、ジュゴンの食み跡が周辺部分に多いように見えるのはなぜだったのだろうか。ジュ

ゴンが群落内ではランダムに食べているという結論に立って、あらためて食み跡の分布を眺めてみた。

ジュゴンは海草を掘り起こして食べ始め、前に進んでいくときに群落の端っこに届いてしまったときに

は、そのまま群落外にはみ出ることなく、縁辺に沿って食べ続ける傾向が見られる。そのために、周辺

には食み跡の面積が多いと感じる。さらに、群落の周辺部は中心部に比べて群落の中で占める面積は広

い。そのために、群落内の食み跡の絶対数は、周辺部の方が多い。面積あたりに直せば、周辺部も中心

部も違いがないのだが。 

 タイのジュゴンの研究は、私のなかではその後、研究費の問題や新しく始まったフィリピンの研究に

より頓挫してしまったが、翌年 2002 年から、水産庁の研究費によるジュゴンの音響による調査が、同じ

トラン県のトラン川河口域一帯で、京都大学の荒井さんを中心に行われるようになった。 

私は、タイからフィリピンへとジュゴンを追って移動をすることになる。（つづく） 

 

 

ハダカイワシ類の定期的な漂着 

 和歌山県白浜町京都大学瀬戸臨海実験所“北浜”に、2010年以来、毎年ゴールデンウイークのころに

なるとハダカイワシ類の一種であるアラハダカが定期的に漂着する。魚種は京都大学の中坊徹次先生に

査定していただけた。特徴として、目の白目の部分に三日月状の組織がないこと、体の背縁に発光器が

ないこと、尾びれの直前に並ぶ発光器の数が 2個であること、肛門上発光器列が少し折れ曲がること、

鰓蓋上端は丸く滑らかであることなどが挙げられる。 

 本種は全世界の外洋の水深 200 m以深に生息する。昼間にはこのような深みに生息しているものの、

夜間になると表層まで浮上する。この垂直移動は餌を追っての行動である。アラハダカは日本列島では

太平洋沖の少し北よりに分布している。 

 そのアラハダカは、白浜町沿岸には 1年にたった 1度きり漂着する。ハシボソミズナギドリの渡りの

受難の漂着時期とたまたまだぶっているので印象深い。アラハダカの漂着は 1996年にも友人の新稲一仁

さんが同じ時に漂着した個体を収集していた。以前からこのような現象は起こっていたのだろう。これ

らの全個体は京都大学総合博物館に大切に保管されている。 
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 ハダカイワシ類はウロコがすぐはがれるのでそのような名前がつけられている。しかし、アラハダカ

ではそんなことは起こらないので、ちょっと変わった種である。ハダカイワシ類の中では表皮や鱗が強

固な種といえよう。 

 しかし、昨年の 2012 年 11月初旬に、初めてのことだが、これまでの記録と半年も異なる時期に本種

が京都大学瀬戸臨海実験所“北浜”に漂着した。その個体は標準体長が 58 ㎜ほどで、これまでに記録さ

れた個体より 20ｍｍほどこぶりであった。こういった漂着の理由はわからないが垂直移動に失敗した個

体かもしれない。そして、1年に 2度、半年ごとにこのような漂着が今後も起こるものなのか継続調査が

望まれる。

図 2012年 5月 11日に和歌山県白浜町京都大学瀬戸臨海実験所“北浜”に漂着したアラハダカ 

7．事務局便り 

●「うみひるも」は「海の生き物を守る会」のメールマガジンです。配信が迷惑と思われる方は、事務局

までご連絡ください。 

 このメールマガジンの配信を希望する方がありましたらアドレスをお知らせください。 

 このメールマガジンは転載自由です。海の生き物に関心を持っている方に広く読んでいただくため

に転送をお願いします。ただし、写真を別の目的で使用する場合は事前にご連絡ください。 

 企画案などその他なんでも本会の活動に関することは、事務局あてにお寄せください。 

 本会は自然観察会や講演会を各地で実施しています。各地で開催を希望される方、開催をお手伝い

できる方は、ご一報ください。また、各地の団体との共催も行います。ご一緒に講演会や観察会を

したいと思われる団体からも提案をお受けします。 

 本会への寄付をお寄せください。寄付も会費も同じ口座「ゆうちょ銀行 口座番号：１０６１０－

６６７３０２１ 海の生き物を守る会」へお送りください。その際は事務局にお知らせください。 

 


